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研究分野：生物学 
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１．研究計画の概要 
葉１枚が開葉してから脱落するまでの間に
達成する生涯光合成量と、年間葉生産量との
積が群落総生産の推定値を与えるという新
しい理論を構築し、これを実際の森林に展開
して、その方法の妥当性を検証するとともに
実際に推定値を得る。 
２．研究の進捗状況 
落葉広葉樹数種について、光合成速度の時間
推移、葉の生涯光合成、年間落葉量等の必要
パラメーターを推定し、森林生産力の推定も
行った。常緑広葉樹についてはパラメーター
全てを推定するに至っていない。草本につい
てもある程度のデータを得ている。 
３．現在までの達成度 
落葉広葉樹数種については 100％達成したが、
常緑広葉樹については 60％程度、その他草本
等についても 60％程度であり、全体の達成度
は 80％である。 
４．今後の研究の推進方策 
遅れている常緑広葉樹について、落葉量デー
タ等を取得する。 
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